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｟一｠




哀あはれ手向てむけの花はな一枝しに千年ねんのちぎり萬年まんねんの情じやうをつくして、誰たれに操みさをの身みはひとり住ずみ、あたら美形びけいを月花つきはなにそむけて、世よは何時いつぞとも知しらず顏がほに、繰くるや珠數じゆずの緒をの引ひかれては御佛みほとけ輪廻りんゑにまよひぬべし、ありしは何時いつの七夕せきの夜よ、なにと盟ちかひて比翼ひよくの鳥とりの片羽かたはをうらみ、無常むじようの風かぜを連理れんりの枝ゑだに憤いきどほりつ、此處こヽ閑窓かんさうのうち机上きじやうの香爐かうろに絶たえぬ烟けふりの主ぬしはと問とへば、答こたへはぽろり襦袢じゆばんの袖そでに露つゆを置おきて、言いはぬ素性すぜうの聞ききたきは無理むりか、かくすに顯あらはるヽが世よの常つねぞかし。

さすれば夢ゆめのあともなけれど、悟さとらぬ先さきの誰たれも誰たれも思おもひを寄よせしは名なか其人そのひとか、醫科大學いくわだいがくの評判男ひようばんをとこに松島忠雄まつしまたヾをと呼よばれて其頃そのころ二十七か八か、名なを聞きけば束髮そくはつの薔薇ばらの花はなやがて笑ゑみを作つくり、首卷くびまきのはんけち俄にわかに影かげを消けして、途上とじようの默禮もくれいとも千歳ざいの名譽めいよとうれしがられ、娘むすめもつ親おや幾人いくたりに仇敵あだがたきの思おもひをさせて我わが聟むこがねにと夫それも道理だうりなり、故郷くには靜岡しづをかの流石さすがに士族出しぞくでだけ人品じんぴん高尚かうしようにて男振をとこぶり申分ぶんなく、才さいあり學がくあり天晴あつぱれの人物じんぶつ、今いまこそ内科ないくわの助手しよしゆといへども行末ゆくすゑの望のぞみは十指しのさす處ところなるを、これほどの人ひと他人たにんに取とられて成なるまじとの意氣いきごみにて、聟むこさま拂底ふつていの世よの中なかなればにや華族くわぞくの姫君ひめぎみ、高等官かうとうかんの令孃れいぢよう、大商人おほあきんどの持參金ぢさんきんつきなど彼あれよ是これよと申込こみの口〻くち〴〵より、小町こまちが色いろを衒てらふ島田髷しまだまげの寫眞鏡しやしんきやう、式部しきぶが才さいにほこる英文和譯ゑいぶんわやく、つんで机上きじようにうづたかけれども此男このおとこなんの望のぞみ有ありてか有あらずか、仲人なかうどが百もヽさへづり聞きヽながしにして夫それなりけりとは不審いぶかしからずや、うたがひは懸かかる柳闇花明りうあんくわめいの里さとの夕ゆふべ、うかるヽ先さきの有ありやと見みれど品行方正ひんかうはうせいの受合人うけあいて多をうければ事ことはいよいよ闇黒くらやみになりぬ、さりながら怪あやしきは退院たいヽんがけに何時いつも立寄たちよる某それの家いゑ、雨あめはふれど雪ゆきは降ふれど其處そこに轅棒かぢぼうおろさぬ事ことなしと口くちさがなき車夫しやふの誰たれに申せしやら、某それから某それと傳つたはりて想像さうぞうのかたまりは影かげとなり形かたちとなり種々さま〴〵の噂うわさとなり、人ひと知しれず氣きをもみ給たまふ御方おんかたもありし、其中そのなかに別わけて苦勞性くろうせうのあるお人ひとしのびやかに跡あとをやつけ給たまひし、探さぐりに探さぐれば扨さても燈臺とうだいのもと暗くらさよ、本郷ほんごうの森川町もりかはちようとかや神社じんじやのうしろ新坂通しんざかどほりに幾搆いくかまへの生垣いけがきゆひ廻まわせし中なか、押をせば開ひらく片折戸かたをりどに香月かうづきそのと女名をんなヽまへの表札ひようさつかけて折々をり〳〵もるヽ琴ことのしのび音ね、軒端のきばの梅うめに鶯うぐひすはづかしき美音びおんをば春はるの月夜つきよのおぼろげに聞きくばかり、ちらり姿すがたは夏なつの簾すだれごし憎にくや誰たれゆゑ惜をしみてか藥師やくしさまの御縁日ごゑんにちにそヾろあるきをするでもなく、人ひとまち顏がほの立姿たちすがたかどに拜おがみし事こともなけれど美人びじんと言いふ名なこの近傍かいわいにかくれなしと聞きくは、扨さてこそ彌々いよ〳〵學士がくしの外妾かこいか、よしや令孃れいぢようぶればとてお里さとはいづれ知しれたもの、其樣そんなものに鼻毛はなげよまれて果はては跡あとあしの砂すなの御用心ごようじんさりとてはお笑止しようしやなどヽ憎にくまれ口ぐちいひちらせど眞しんの處ところは妬ねたし妬ねたしの積つもり、かヽる人々ひと〴〵の瞋恚しんいのほむらが火柱ひばしらなどヽ立昇たちのぼつて罪つみもない世上せじやうをおどろかすなるべし。
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黒くろぬり塀べいの表おもてかまへとお勝手かつてむきの經濟けいざいは別べつものぞかし、推をしはかりに人ひとの上うへは羨うらやまぬ物ものよ、香月左門かうづきさもんといひし舊幕臣きうばくしん、彼かの學士がくしの父親ちヽおやとは𧘕𧘔かみしもの肩かたをならべし間あいだなるが、維新いしんの變へんに彼かれは靜岡しづをかのお供とも、これは東臺とうだいの五月雨さみだれにながす血汐ちしほの赤あかき心こヽろを首尾しゆびよく顯あらはして露つゆとや消きえし、水みづさかづきして別わかれし限ぎりの妻つまへ形見かたみが此美人このびじんなり、人ひとの不幸ふこうは生うまれながらに後家ごけさまの親おやを持もちて、すがる乳房ちぶさの甘あまへながらも父ちヽといふ味夢あぢゆめにも知しらず、物ものごヽろ知しるにつけて親おやといへば二人ふたりある他人ひとのさまの羨うらやましさに、いとしき事こととひかけては幾度いくたび母はヽの袖そでしぼらせしが、その母はヽにも又また十四といふとし果敢はかなく別わかれて今いまは身み一つのいたはしさ、かの學士がくしどの其病床そのびやうしように不圖ふとまねかれて盡力じんりよくしたるが原因もととなり、くり返かへす昔むかしのゆかりも捨すてがたく、引ひきつヾいて行通ゆきかひしけるが、見みるにも聞きくにも可愛想かあいさうなり氣きのどくなり、これが若もしもお侠きやん娘むすめの飛とびかへりなどならば知しらぬ事こと、世よといはヾ門かどの戸との外ほかをも見みず、母はヽさまとならではお湯ゆにも行ゆかじ、觀音かんのんさまのお參まゐりもいやよ、芝居しばゐも花見はなみも母はヽさま御ご一處しよならではと此この一トもとのかげに隱かくれて、姿なりこそ嶋田しまだの大人をとなづくらせたれど正しようの處ところは人形にんぎやうだいて遊あそびたきほどの嬰兒ねヽさまが俄にはかに落おちし木きの下したの猿さる同どうやう、涙なみだのほかに何なんの考かんがへもなくお民たみと呼よぶ老婢はしための袖そでにすがつて、私わたしも一處しよに棺かんに入いれよとて聞ききわけもなく泣なき入いりし姿すがたのあくまであどけなきが不愍ふびんにて、素もとより誰たれたのまねば義務ぎむといふ筋すぢもなく、恩おんをきせての野心やしんもなけれど夫それより以來いらいの百事萬端ひやくじばんたん、身みに引ひきうけて世話せわをすること眞しんの兄弟けうだいも出來できぬ業わざなり、これを色眼鏡いろめがねの世よの人ひとにはほろ醉よひの膝ひざまくらに耳みヽの垢あかでも取とらせる處ところが見みゆるやら、さりとは學士がくしさま寃罪ゑんざいの訴うつたへどころもなし。

今いまの世よの女子教育ぢよしきよういくを賛成さんせいといひがたき心こヽろよりお園そのにも學校がくかうがよひ爲させたくなく、廻まわり路みちでもなき歸宅かへりがけの一時間じかんを此家こヽに寄よりては讀書どくしよ算術さんじゆつ、思おもふやうに教をしへて見みれば記憶きおくもよく分わかりも早はやく、學士がくしはいよ〳〵可愛かわいがりしが、お園そのすこしの感かんじもなく、有ありがたし嬉うれしなど口くちの先さきに出だすどころか顏かほを見みるさへ嫌いやがりて、日〻にち〳〵の稽古けいこにも書物しよもつの事ことより外ほかに問とふことの無なきは勿論もちろん、返來へんじをさへ打うちとけて言いひし事ことはなく、強しひて問とへば泣なき出だしさうな景色けしきを見みるお民たみきの毒どくさかぎりなく、何歳いつまでも嬰ね兒ねさまで致いたしかたが御座ござりませぬ、流石さすがに氣きのおけるお他人たにんには少すこし大人をとならしくお成なり遊あそばせど、お心安こヽろやすだての我わがまヽか、甘あまへ氣味ぎみであの通とほりの御遠慮ごゑんりよなさ、ちと御呵おしかり遊あそばして下くださりませと極きまり文句もんくに花はなを持もたすれど學士がくしは更さらに氣きにも止とめず、その幼おさなきが尊たつときなり、反對はんたいに跳はねかへられなばお民たみどのにも療治りようぢが六ツかしからん、園そのさま我われに遠慮ゑんりよは入いらず、嫌いやな時ときは嫌いやといふがよし、我われを他人たにんの男をとこと思おもはず母樣はヽさま同どうやう甘あまへ給たまへと優やさしく慰なぐさめて日毎ひごとに通かよへば、なほさら五月蠅うるさく厭いとはしく車くるまのおとの門かどに止とまるを何なによりも氣きにして、それお出いでと聞きくがいなや、勝手かつてもとの箒はうきに手拭てぬぐひをかぶらせぬ。
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お民たみは此家このやに十年ねんあまり奉公ほうこうして主人しゆじんといへど今いまは我わが子こに替かはらず、何なにとぞ此人このひとを立派りつぱに仕しあげて我われも世間せけんに誇ほこりたき願ねがひより、やきもきと氣きを揉もむほど何心なにごヽろなきお園そのの体ていのもどかしく、どうした物ものと考かんがへ、困こまつたものと歎なげき、はては意見いけんに小言こゞとを交まぜて或ある日ひさまざま言いひ聞きかせぬ。

何時いつかは言いはふと存ぞんじたれど、お前まへさまといふ御人おひとには呆あきれまする、是これが五いつつや十とをの子供こどもではなし、十六といへばお子樣こさまもつ人ひともありますぞや、まあ考かんがへて御覽ごらんなされお母樣はヽさまがお病沒なくなりから此このかた、足あしかけ三年ねんの長ながの間あいだに松島まつしまさまが何どれほど盡つくして下くだされたと思おぼしめす、私わたしでさへ涙なみだがこぼれるほど嬉うれしきにお前まへさまは木きか石いしか、さりとは不人情ふにんじようと申ものなり、お覺おぼえがある筈はづなれど一々申さねばお分わかりになるまじ、お身寄みより便たよりのなきお前まへさまの身みを案あんじて、人ひとは教をしへが肝賢かんじんのものなるに言いはヾ園そのさまなどは今いまが白糸はくし、何なんの色いろにも染そまりやすければ、學校がくかうかよひに宜よからぬ友ともでも出來できてはならず、一切さい我われに任まかせてまあ見みて居いてくれと親切しんせつに仰おつしやつてお師匠しヽようさまから毎日まいにちのお出稽古でげいこ、月謝げつしやを出だして附つけ屆とヾけして御馳走ごちそうして車くるまを出だして、あがめ奉たてまつる先生せんせいでも雪ゆきや雨あめには勿論もちろんの事こと、三度どに一度どはお斷ことわりが常つねのものなり、それを何なんぞや駄々だヾつ子こ樣さまの御機嫌ごきげんとり〴〵、此本このほん一冊さつよみ終おはらば御褒美ごはうびには何なにを參まいらせん、手てならひが能よく出來できたれば此次このつぎには文ふみを書かきて見みせ給へと勿体もつたいない奉書ほうしようの繪ゑ半切はんきれを手遊おもちやに下くだされた事こと忘わすれはなさるまい、斯かう申さばお前まへさまのお心こヽろには何なんの彼あんな物ものたヽきつけて返かへしたしと思おぼしめすか知しらねど、紙かみ一枚まいにも眞實まことのこもるお志こヽろざしを頂いたゞく物ものぞかし、其御恩そのごおんを何なんとも思おもはず、一年れんといふ三百六十五日打通うちとほして、好いい顏かほどころか普通あたりまへの暑あつい寒さむいも滿足まんぞくには仰おつしやらず、必竟ひつきようあの方かたなればこそお腹はらもたてず氣きにも懸かけず可愛かわいがつて下くださるものヽ、第だい一天道てんたうさまの罸ばちが當あたらずには居おりませぬ、昨日きのふも此近傍このあたりの噂うはさを聞きけば松島まつしまさまは世間せけんで評判ひようばんの方かた、奧おくさま持もたうなら撰より取どり見みどりに山やまほどなれど何方どれもお斷ことはりで此方こなたへのお出いでは孃樣ぢようさまの上うへにばかり日ひの照てりが違ちがうか、何なんといふお幸福しやわせと燒やきもちやいて羨うらやみますぞや、そのお人ひとに捨すてられたらお前まへさままあ何なんと遊あそばす、お泣なきなさるはお腹はらがたつか、お怒おこりになつてもよし、民たみは申だけは申ます、惡わるくお聞きき遊あそばせば夫それまで、さりとは方圖はうづのなきお我わがまヽと思おもひ切きつて呵しかりつけしが是これも主しゆ思おもひの一部ぶなり、もとよりお園そのに惡わる氣ぎのあるではなく唯たゞおさな子ごの人ひとぎらひして、抱だかれるを嫌いやがり、あやされヽば泣なくと同おなじく、何故なぜか其人そのひとに氣きが合あはず去さりとて格別かくべつに仇あだをして困こまらせんなどヽ念ねんの入いりし憎にくさでもなく、まこと世間せけん見みずの我わがまヽから起おこりし處爲しよいなれば、言いはれるにつけて何なんと言譯いひわけの理由りゆうもなく、口惜くやしきか悲かなしきか恥はづかしきか無茶苦茶むちやくちやに泣ないて顏かほもあげぬを、お民たみなほも何事なにごとをかいはんとする折をり門かどにとまる例れいの車くるまの音おと、それお出いでなり今日けふこそはお優やさしく遊あそばせよ。
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園そのさまはどうなされた今日けふはまだ顏かほが見みえぬと問とはれてまさかに、今いままでこれ〳〵で次つぎの間まに泣ないて居おられますとも言いひがたければ、少々せう〳〵御不加减ごふかげんで、然しかしもう宜よろしう御座ござりませうほどに、まあお茶ちやを一つなどヽ民たみは其塲をつくろひぬ。

學士がくし眉まゆを皺しはめて夫それは困こまつたもの、全体ぜんたいが健康じようぶといふ質たちでなければ時候じこうの替かはり目めなどは殊ことさら注意ちういせねば惡わるし、お民たみどの不養生ふやうじようをさせ給ふな、さてと我われも急きうに白羽しらはの矢やが立たちて、遠方ゑんほうへ左遷させんと事ことが極きまり今日けふは御風聽ごふいてうながらの御告別いとまごひなりと譯わけもなくいへばお民たみあきれて、御串談ごじようだんをおつしやりますな、いや串談じようだんではなし札幌さつぽろの病院長びようゐんちやうに任にんじられて都合次第つがふしだい明日あすにも出立しゆつたつせねばならず、尤もつとも突然だしぬけといふではなく斯かうとは大底たいていしれて居おりしが、何なにか驚おどろかせるが苦くるしさに結局つまりいはねばならぬ事ことを今日けふまでも默だまつて居おりしなり、三年ねんか五年ねんで歸かへるつもりなれども其そのほどは如何どうか分わからねばまづ當分たうぶんお別わかれの覺悟かくご、それにつけても案あんじられるは園樣そのさまのこと、何なんの余計よけいの世話せわながら何故なぜか最初はじめから可愛かわゆくて眞實しんじつの處ところ一日見みぬも氣きになる位くらいなれど、さりとて何時いつ來きても喜よろこばれるでもなく、結局けつくあれほど厭いやがるものを氣きの毒どくなと氣きのつかぬでもなけれど、如何どうかして天晴あつぱれの淑女に育そだてヽ見みたく、自惚うぬぼれの言いひ分ぶんと笑わらひ給たまはんが兎とに角かく今日けふまで嫌いやがられに來きしなり、まづ學問がくもんといふた處ところが女おんなは大底たいていあんなもの、理化學政法りくわがくせいはうなどヽ延のびられては、お嫁よめさまの口くちにいよ〳〵遠とほざかるべし、第だい一皮相ひさうの學問がくもんは枯木かれきに造つくり花ばなしたも同おなじにて眞心まことの人ひとは悦よろこはぬもの、よしや深山みやまがくれでも天眞てんしんの花はなの色いろは都人みやこびとを床ゆかしがらする道理だうりなれば、此このうへは優美ゆうびの性せいをやしなつて徳とくをみがく樣やうに教をしへ給へ、我われ此地このちに居ゐたりとて根ねからさつぱり談合だんかうの膝ひざにも成なるまじきが、これからはいよ〳〵お民たみどの大役たいやくなり、前門ぜんもんの虎とら、後門こうもんの狼おほかみ、右みぎにも左ひだりにも怕こわらしき奴やつの多おほき世よの中をか、あたら美玉びぎよくに疷きずをつけ給たまふは、園そのさまにも言いひきかせたきこと多おほくあれど我わが口くちよりいはヾ又また耳みヽに兩手りようてなるべし、不思議ふしぎに縁ゑんのない人ひとに縁ゑんがあるか馬鹿ばからしきほど置おいてゆくが嫌いやな氣持きもちと、笑わらつてのけながら調子てうしがいつもほど冴さえては聞きこえず。

散々さん〴〵のお民たみが異見いけんに少すこし我わが非ひを知しり初そめし揚句あげく、その人ひとは俄にわかに別わかれといふ、幼おさなき心こヽろには我わが失禮ひつれいの我わがまヽを憎にくみて夫故それゆゑに遠國ゑんごくへでも行ゆかれるやうに悲かなしく、侘わびがしたれけれど障子しようじ一重ゑを出でる時機しほがなく、お民たみが最初さいしよに呼よんで呉くれし時ときすこしひねくれてより拍子ひようしぬけがして今更いまさらには馳かけ出だしもされず、其そのうちにお歸かへりにならば何なんとせん、もう逢あつては下くださらぬかなどヽ敷居しきゐの際きわにすり寄よつてお園そのの泣なけるも知しらず、學士がくしはその時ときつと起たつて、今日けふはお名殘なごりなるに切せめては笑わらひ顏がほでも見みせて給たまはれとさらり障子しようじを明あくれば、おヽ此處こヽにか。
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左樣さうないてくれては困こまる、お民たみどのも同おなじやうに何なんの事ことぞ、もう逢あはれぬと言いふでもなきに心細こヽろぼそき事こといひ給たまふな、園そのさま何なにも詫わびらるヽ事ことはなし、お前まへさまの事ことは宜よろしくお民たみが承知しようちして居おれば少すこしも心配しんぱいの事ことはあらず、唯たヾこれまでと違ちがひて段々だん〳〵と大人おとなになり世間せけんの交際つきあいも知しらねばならず、第だい一に六づかしきは人ひとの機嫌きげんなり、さりとて諂へつらひの草履ざうりとりも餘あまりほめた話はなしではなけれど开處そこが工合ぐあいものにて、清淨せいじようなり無垢むくなり潔白けつぱくなりのお前樣まへさまなどが、右みぎをむくとも左ひだりを向むくとも憎にくむ人ひとは無なき筈はづなれど夫それでは世よが渡わたられず、我われも矢張やはり其中間そのなかまの一枚板まいヽたにて使つかひ道みちが不向ふむきなれども流石さすがに年としの功こうといふものか少すこしはお前まへさまより人ひとが惡わるし、さりとて惡わるく成なり過すぎては困こまれど過不及くわふきふの取とりかぢは心こヽろ一つよく考かんがへて應用おうようなされ、實じつの處ところ出立しゆつたつは明後日あさつて、支度したくも大方おうかた出來できたれば最早もはやお目めにかヽるまじく隨分ずゐぶん身躰からだをいとひて煩わづらひ給ふな、此上このうへにお頼たのみは萬々ばん〴〵見送みおくりなどして下くださるな、さらでだに泣なき男おとこの我われ朋友ともだちの手前てまへもあるに何なにかをかしく察とられてもお互たがひに詰つまらず、さりながらお寫眞しやしんあらば一枚まい形見かたみに頂いたゞきたし此次このつぎ出京しゆつけうする頃ころには最もはや立派りつぱの奧樣おくさまかも知しれず、それでも又また逢あつて給たまはるかと顏かほをのぞけば、膝ひざに泣なき伏ふして正体せうたいもなし、夫それほど別わかれるがお嫌いやかと背せを撫なせられて默頭うなづく可愛かあいさ、三年目ねんめの今日けふ今いまさらに寧むしろいつもの愁つらきが増ましなり。

柔やはらかき人ひとほど氣きはつよく學士がくし人々ひと〴〵の涙なみだの雨あめに路みちどめもされず、今宵こよひは切せめてと取とらへる袂たもとを優やさしく振切ふりきつて我家わがやへ歸かへれば、お民たみ手ての物ものを取とられしほど力ちからを落おとして、よしや千里りが萬里ばんりはなれるとも眞實まことの親子おやこ兄弟けうだいならば何時いつ歸かへつて何どうといふ樂たのしみもあれど、ほんの親切しんせつといふ一筋すぢの糸いとにかヽつて居いし身みなれば、遠とほざかるが最期さいごもう縁ゑんの切きれしも同おなじこと取とりつく島しまの頼たのみもなしと、我われ振ふりすてられしやうな歎なげきにお園そのいよ〳〵心細こヽろぼそく、母親はヽおやの別わかれに悲かなしき事ことを知しり盡つくして膓はらわたもみ切きるほど泣なきに泣なきしが今日けふの思おもひは夫それとも變かはりて、親切しんせつ勿体もつたいなし、殘念ざんねんなどヽいふ感念かんねんが右往左往うわうざわうに胸むねの中なかを掻かき廻まわして何なにが何なにやら夢ゆめの心地こヽち、さりとて其夜そのよは寐ねらるヽところならず、強しひて床とこへは入いりしものヽ寐間着ねまきも着きかへず横よこにもならず、さてつく〴〵と考かんがへれば目めの前まへに晝間ひるまの樣々さま〴〵が浮うかびて、我われは知しらねど胸むねにや刻きざまれし學士がくしが言いひし詞ことば一言ごん半句はんくも忘わすれず、歸かへり際ぎはは此袖このそでをかく捉とらへて待まつとし聞きかば今いまかへり來こんと笑わらひながらに仰おほせられし被あのお聲こゑも最もう聞きくことは出來できず、明日あすからは車くるまのおとも止とまるまじ、思おもへば何故なぜに彼あの人ひとのあの樣やうに嫌いやなりしかと長ながき袂たもとを打うちかへし打うちかへし見みる途端とたん、紅絹もみの八ツ口くちころ〳〵と洩もれて燈下とうかに耀かヾやく黄金わうごんの指輪ゆびわ、學士がくしが左ひだりの藥指くすりゆびに先さきのほどまで光ひかりしものなり。
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莟つぼみと思おもひし梢こずゑの花はなも春雨しゆんう一夜やだしぬけにこれはこれはと驚おどろかるヽ物ものなり、時機ときといふものヽ可笑をかしさにはお園そのの少ちいさき胸むねに何なにを感かんぜしか、學士がくしが出立後しゆつたつごの一日二日より爲する處業しよげうどことなく大人をとなびて今いままでの樣やうに我わがまヽも言いはず、縫ぬひはり仕事しごとよみ書かきの外ほか、以前いぜんに増まして身みをつヽしみ誘さそふ人ひとありとも人寄ひとよせ芝居しばいの浮うきし事ことに足あしも向むけねば、折をりふしは遂つひに今いままで見みし事こともなき日本全圖にほんぜんづなどヽいふ物ものをお民たみがお使つかひの留間るすの間まに繰くり開ひろけて居ゐる事こともあり、新聞紙しんぶんしの上うへにも札幌さつぽろとか北海道ほくかいだうとか言いふ文字もじには逸いちはやく目めのつく樣子やうす、或日あるひお民たみ氣きが付ついて見みれば右みぎの指ゆびにあり〳〵と耀かヾやくものあり。

さても秋風あきかぜの桐きりの葉はは人ひとの身みか、知しらねばこそあれ雪佛ゆきぼとけの堂塔だうとういかめしく造つくらんとか立派りつぱにせんとか、あはれ草臥くたびれもうけに成なるが多おうし、文化ぶんくわとか開明かいめいとかの餘光よくわうに何事なにごとも根ねから葉はから堀ほりかへして百年ねん千年ねんむかしの人ひとの心こヽろの中なかまで解剖かいばうする世よに、これを職掌しよくしようの醫道いだうの妙めうにも我わが天授てんじゆの齡よはひは何どうもならず、學士がくし札幌さつぽろへ趣おもむきし歳としの秋あき、診察しんさつせし窒扶斯患者ちぶすくわんじやに感染かんぜんして、惜をしや三十路みそぢにたらぬ若わかざかりを北海道ほくかいだうの土つちに成なしぬ、風かぜの便たよりにこれを聞ききしお園そのの心こヽろ。

空蝉うつせみの世よの中なかすてヽ思おもへば黒染すみぞめに袖そでの色いろかへるまでもなく、花はなもなし紅葉もみぢもなし、丈たけにあまる黒髮くろかみきり拂はらへばとて夫それは見みる目めの菩提心ぼだいしん、人前ひとまへづくりの後家ごけさまが處爲しよいぞかし、うき世よの飾かざりの紅べにをしろいこそ入いらぬ物ものと洗あらひ髮がみの投なけ島田しまだに元結もとゆひ一筋すぢきつて放はなせし姿すがた、色いろこのむ者ものの目めには又また一段だんの美びとたヽえて聟むこにゆかん嫁よめにとらん、家名相續かめいさうぞくは何なにともすべしと言いひ寄よる人ひと一人ひとり二人ふたりならず、ある時とき學士がくしが親友しんいうなりし某それがし、當時たうじ醫學部いがくぶに有名いうめいの教授けうじゆどの人ひとをもつて法かたの如ごとく言いひ込こみしを、お民たみ上うへもなき縁ゑんと喜よろこびてお前まへさまも今いまが花はなのさかり散ちりがたに成なつては呼よんで歩行あるくとも賣うれる事ことでなし、大底たいていにお心こヽろを定さだめ給たまへ、松島まつしまさまに恩おんはありとも何なんのお束約やくそくがありしでもなく、よし有ありたりとも再縁さいゑんする人ひとさへ世よには多おほし、何處どこへ憚はゞかりのある事ことならねばとて説諭せつゆせしに、お園そのにこやかに笑わらひて口先くちさきの約束やくそくは解とくにとかれもせん、眞まことの愛あいなき契ちぎりは捨すてヽ再縁さいゑんする人ひとも有あるべし、素もとより彼かの人ひとに約束やくそくの覺おぼえなく増まして操みさほの立たてやうもなけれど、何處どことも知しらず染そみたる思おもひは此身このみある限かぎり忘わすれ難がたければ、萬一もしかの教授けうじゆさま達たつて妻つまにと仰おほせのあらば、形かたちだけは參まいりもせん心こヽろは容易たやすくたてまつり難がたしと傳つたへ給たまへと、事こともなく言いひて聞ききいれる景色けしきのなきに、お民たみいひ甲斐がひなしと斷念だんねんして夫それよりは又また進すヽめずとぞ、經机きようづくゑの由縁いはれかくの如ごとし。

或ある口くちの惡わるきお人ひとこれを聞ききて、扨さてもひねくれし女おんなかな、今いまもし學士がくしが世よにありて札幌さつぽろにもゆかず以前いぜんの通とほり生なまやさしく出入でいりをなさば、虫むしづのはしるほど嫌いやがる事ことうたがひなしと苦笑にがわらひして仰おほせられしが『ある時ときはありのすさびに憎にくかりき、無なくてぞ人ひとは戀こひしかりける』とにも角かくにも意地いぢわるの世よや意地惡いぢわるの世よや。
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